
＜博士後期課程　学位審査と成績の関係フロー＞

●予備審査 ●本審査

※退学後、３年間資格審査へ申請可

※予備審査の「合格」は３年間有効 ※退学後、３年間資格審査へ申請可

※翌年、予備審査から受け
　 なくてはならない場合もある。

●在学延長者が退学した時の扱い
◎予備審査合格（Ｃ以上）の者、本審査不合格の者（単位取得後退学の資格がある者）

⇒退学を申し出た時は、当該年度の「総合研究指導」に成績を付けて単位取得後退学とする。
◎予備審査不合格の者（単位取得後退学の資格がない者）

⇒退学を申し出た時は、当該年度の「総合研究指導」にＤを付けて退学（単位取得後退学ではない）。

●「在学延長」時の授業料の扱い
◎アトリエ使用⇒通常の学費

※奨励金400,000円は交付しない。

◎アトリエ不使用（指導と図書館利用のみ）⇒前年度授業料の1/3（千円未満切り捨て）
※奨励金400,000円は交付しない。

●「単位取得後退学者」の学位の扱い
◎３年の有効期間内で学位取得については、「論文博士」として扱う。
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